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再

帰

的

助

動

―
―
シ

ン

ラ

一

例
１
　
呵
孵
ぽ
傷
ノ征
存
ヲ
キ
ヽ

協畠
購郷
律Ｍ
ム‐ン‐バ

功
徳
ノ
宝
ヲ
具
足
シ
テ

一
念
大
利
無
上
ナ
リ

例
２
　
老
日婆
大
臣
オ
サ
ヘ
テ
ゾ

卸黎耐御）剤
ツ
ヽ

闇
王
ツ
ル
ギ
フ
ス
テ
シ‐
メ‐
テ

ぎ
揺
フ
ミ
ヤ
ニ雑
ジ
ケ
ル

例
３
　
村
師
認
羅
摯
酵
ノ

オ
シ
ヘ
ヲ
ツ
タ

ヘ
キ
カ
ン
ヒ
ト

恭
彫
ゴ
ヽ
ロ
ニ
カ
ケ
シ‐
メ‐
テ

ツ
ネ
ニ
弥
陀
ヲ
称
ス
ペ
シ

∩
浄
土
和
讃
」
三
〇
）

∩
同
」
七
七
）

∩
高
僧
和
讃
」
五
）

詞

「し

む
」

ン
研
究
の
つ
い
で
―
‐

克

朗

例
４
　
本
師
曇
鸞
和
尚

ハ

菩
提
流
支
ノ
オ
シ
ヘ
ニ
テ

仙
経
ナ
ガ
ク
ヤ
キ
ス
テ
ヽ

浄
土

ニ
フ
カ
ク
帰
セ
シ
メ
キ

令
同
」
二

一
）

例
５
　
像
末
五
濁
ノ
世
ト
ナ
リ
テ

郷
コ
ノ群
秘
カ
ク
レ
シー
バ

弥
陀

ノ
悲
願
ヒ
ロ
マ
リ
テ

念
仏
往
生
サ
功
リ
ナ
リ

∩
正
像
末
和
讃
」

一
八
）

例
６
　
如
来
ノ
諸
智
ヲ
疑
惑

シ
テ

信
ゼ
ズ
ナ
ガ
ラ
ナ
フ
モ
マ
タ

蒻
溺
フ
カ
ク
儲
ゼ
シー
メ‐

善
木
修
習
ス
グ
レ
タ
リ

含
同
」
七
〇
）
　
　
。

（註
―
―
右
六
例
の
、
シ
ン
ラ
ン
作
の
和
讃
は
、
蓮
如
に
よ
る
文
明
開
板
本

「

三
帖
和
讃
」
の
本
文
に
、
便
宜
上
、
濁
点
・半
濁
点
を
ほ
ど
こ
し
て
あ
り
ま
す
）



右
の
諸
例
中
の
助
動
詞

「
し
む
」
は
、
ど
れ
も
み
な
、
通
常
の
使
役
の
助
動

詞
と
し
て
の

「
し
む
」
、
す
な
わ
ち

「他
者
を
し
て
何
々
せ
し
め
る
」

と
い
う

意
味
に
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

結
論
を
先
に
す
る
と
、
こ
れ
ら
の

「
し
む
」
は
、
通
常
の
使
役
で
も
、
あ
る

い
は
尊
敬
で
も
な
く
て
、
し
い
て
解
釈
す
れ
ば
、

「
み
ず
か
ら
を
し
て
何
々
せ

し
め
る
」
と
で
も
い
う
べ
き
、
い
い
か
え
れ
ば

「
み
ず
か
ら
が
何
々
す
る
」
と

い
う
意
味
に
帰
着
す
る
、
再
帰
的
用
法
の
助
動
詞
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

（
フ
ラ
ン
ス
語

・
ド
イ
ツ
語
な
ど
の
再
帰
動
詞
の
よ
う
に
代
名
詞
を
と
も
な
つ

た
り
し
て
は
い
ま
せ
ん
け
れ
ど
。）

そ
し
て
、
こ
う
い
つ
た

「
し
む
」
は
、
純
粋
の
和
文
に
は
見
ら
れ
な
い
の
で

あ
つ
て
、
漢
文
訓
読
乃
至
漢
文
訓
読
的
な
文
章
の
な
か
に
、
ま
れ
に
見
い
だ
さ

れ
る
も
の
で
す
が
、
シ
ン
ラ
ン
の
文
章
に
か
ぎ
り
、
例
外
的
に
多
数
の
用
例
が

発
見
さ
れ
る
と
い
う
事
実
は
、
こ
の
ユ
ニ
ー
ク
な
人
物
と
そ
の
思
想
と
を
理
解

す
る
上
に
、
何
ら
か
の
助
け
と
な
り
は
し
ま
い
か
と
い
う
気
が
し
ま
す
。

こ
の
種
の

「
し
む
」
に
つ
い
て
は
、
し
か
し
な
が
ら
、
ふ
し
ぎ
に
も
、
ま
だ

一
向
に
論
じ
た
も
の
を
見
ま
せ
ん
の
で
、
こ
れ
に
つ
い
て
す
こ
し
ば
か
り
調
査

し
た
結
果
を
、
ひ
と
ま
ず
報
告
す
る
こ
と
に
し
ま
す
。

二

ま
ず
右
の
例
２
は
、

「観
経
意
　
九
首
」
と
題
す
る
連
作
の
第
五
首
で
、
観

・
無
量
寿
経
の
な
か
の
有
名
な

一
場
面
を
よ
ん
だ
も
の
で
す
。
す
な
わ
ち
、
阿
閣

世
王
は
、
す
で
に
父
頻
婆
裟
羅
王
を
幽
閉
し
、
さ
ら
に
母
葦
提
希
を
殺
害
せ
ん

と
す
る
と
こ
ろ
を
、
者
婆

・
月
光
の
二
大
臣
が
、
刀
の
そ
り
を
う
た
せ
て
王
を

諌
止
し
た
の
で
、
王
も
や
む
な
く
剣
を
す
て
て
、
母
を
も
幽
閉
す
る
に
い
た
る

と
い
う
シ
ー
ン
で
す
。

（参
考
ａ
）
　

観
無
量
寿
経

…
…
即
執
利
剣
、
欲
害
其
母
、
時
有

一
臣
、
名
日
月
光
、
聡
明
多
智
、
及

与
者
婆
、
為
工
作
礼
、
自
言
、
大
王
臣
聞
、
…
…
未
曽
聞
有
無
道
害
母
、

王
今
為
此
殺
逆
之
事
、
汚
剰
利
種
、
臣
不
忍
間
、是
栴
陀
羅
、
不
宜
住
此
、

時
二
大
臣
、
説
此
語
党
、
以
手
按
剣
、
創
行
而
退
、
時
阿
閣
世
、
驚
怖
捏

燿
、
…
…
者
婆
自
言
、
大
王
慎
莫
害
母
、
王
聞
此
語
、
懺
悔
求
救
、
即
便

捨
剣
、
止
不
害
母
、
勅
語
内
官
、
閉
置
深
宮
、
不
令
復
出
。

こ
の
よ
う
に
、

「却
行
而
退
」
と
い
う
語
は
経
の
本
文
そ
の
ま
ま
の
引
用
で

あ
つ
て
、

「
却
行
し
て
退
い
た
」
の
は
者
婆
ら
で
あ
り
、
そ
の
勢
に
の
ま
れ
て

王
が
剣
を
す
て
た
わ
け
な
の
で
す
。
し
た
が
つ
て
、
二
行
日

・
三
行
日
の

「
シ

メ
」
に
は
、
い
ず
れ
も
他
者
を
使
役
す
る
意
味
が
な
く
、
こ
れ
ら
を
と
り
の
ぞ

い
て

「
却
行
而
退
シ
ツ
ヽ
」

「閣
王
ツ
ル
ギ
フ
ス
テ
ヽ
」
と
し
た
ば
あ
い
と
、

文
章
の
意
味
は
ま
つ
た
く
同

一
で
あ
り
ま
す
。
ま
た

「却
行
而
退
」
の
左
訓

「

シ
リ
ゾ
キ
ユ
カ
シ
メ
キ
」
も
、

「
シ
リ
ゾ
キ
ユ
キ
キ
」
と
同
じ
意
味
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
は
か
な
ら
ず
し
も
わ
た
し
の
独
断
で
は
な
く
、
先
人
の
注
意
に
も
の
ぼ

つ
て
い
る
こ
と
が
ら
で
あ
つ
て
、
た
と
え
ば
、
名
畑
応
順
氏
校
注
の

「親
鸞
聖

人
和
讃
集
」

（岩
波
文
庫
）
の
こ
の
個
所
を
見
る
と
、
第
二
旬
の
下
に
、

こ
の
句
の
せ
し
め
も
次
の
句
の
し
め
も
、
共
に
自
ら
す
る
意

と
い
う
脚
註
が
つ
け
ら
れ
、
常
盤
大
定
氏

（実
際
は
藤
田
海
龍
氏
）
校
訂
の

「

親
鸞
上
人
集
」

（大
日
本
文
庫
仏
教
篇
）
の
こ
の
個
所
に
は
、

せ
し
め
つ
ヽ
―
次
の

「す
て
し
め
て
」
と
倶
に
尊
称
な
り
。

と
い
う
頭
註
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
例
１
・
例
３
●
例
６
の
ば
あ
い
は
、
あ
き
ら
か
に

「
し
む
」
を



と
り
の
ぞ
い
た
文
章
、
す
な
わ
ち

「歓
喜
讃
仰
ス
レ
バ
」
と
か

「本
願
コ
ヽ
ロ

一
ヵ
ヶ
テ
」
お
ょ
び

「罪
福
フ
カ
ク
信
ジ
」
と
し
た
の
と
、
意
味
に
は
何
の
変

更
を
も
来
さ
な
い
の
み
な
ら
ず
、
し
か
も
ま
た
、
こ
れ
ら
が
他
者
使
役
で
も
尊

敬
で
も
な
い
こ
と
が
明
白
で
す
か
ら
、

「
み
ず
か
ら
を
し
て
何
々
せ
し
め
る
」

す
な
わ
ち

「
み
ず
か
ら
が
何
々
す
る
」
と
い
う
再
帰
的
用
法
の

「
し
む
」
で
あ

る
と
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

例
４
●
例
５
の
ば
あ
い
は
、
し
か
し
、
尊
敬
の
用
法
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か

と
い
う
疑
間
、
つ
ま
り
、
例
２
に
つ
い
て
の
藤
田
氏
の
註
と
同
じ
意
見
が
提
出

さ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
現
に
、
松
尾
捨
治
郎
氏
の

「
国
語
法
論
孜
」

（
八

四
四
頁
）
に
は
、
例
４
の

「
し
む
」
が
敬
語
法
の
例
に
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

け
れ
ど
も
、　
一
般
的
に
い
つ
て
、
「
し
む
」
が
、
「給
ふ
」
等
の
、
そ
れ
自
体

尊
敬
を
表
わ
す
助
動
詞
に
と
も
な
わ
れ
な
い
で
、
単
独
に
尊
敬
の
意
味
を
表
わ

し
て
い
る
と
い
つ
た
よ
う
な
例
は
、
絶
無
に
ち
か
い
と
い
え
る
の
で
は
な
い
で

し
よ
う
か
。
こ
の
ご
ろ
の
教
科
書
文
法
に
お
い
て
も
、

「尊
敬
の
助
動
詞
す

・

さ
す

・
し
む
」
と
い
う
項
目
は
、
次
第
に
姿
を
消
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま

す
。シ
ン
ラ
ン
の
文
中
で
も
、
例
４
ｏ
例
５
の
よ
う
に
、　
一
応

「尊
敬
の
し
む
」

で
は
な
い
か
と
疑
わ
れ
る
ば
あ
い
が
あ
つ
て
も
、
そ
れ
ら
を
よ
く
し
ら
べ
て
み

る
と
、

「
し
む
」
だ
け
で
確
実
に
尊
敬
の
用
法
で
あ
る
と
断
定
で
き
る
よ
う
な

例
は
み
あ
た
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
を
再
帰
的
用
法
で
あ
る
と
考
え
て
も
、
別
に

何
の
不
自
然
も
な
く
理
解
で
き
る
の
で
す
。

三

和
讃
以
外
に
も
、
か
れ
の
作
品
中
に
、
こ
の
よ
う
な
用
例
は
い
く
ら
で
も
見

ら
れ
る
の
で
す
が
、
以
下
に
は
、
そ
の
う
ち
の
若
千
の
例
を
あ
げ
る
に
と
ど
め

ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
か
わ
り
に
、
こ
の

「
し
む
」
が
再
帰
的
用
法
で
あ
る
こ

と
を
明
証
す
る
に
足
る
よ
う
な
実
例
ば
か
り
を
提
出
し
て
お
き
ま
す
。

例
７
　
一
生
造

モ悪
・値

ァ
長
′
弘
誓
・

至
一
安
養
界
一証
セ４
才
づ
妙
果
・

（阪
東
本

「教
行
信
証
」
行
巻
六
十
三
丁
左
）

（参
考
ｂ
）

一　
生

造
レ
悪

遇
、
ハ弘

誓
・

至
二安

養

界
・証
二妙

果
“令
浄
土
文
類
衆
砂
し

（註
―
―
例
７
は
、
シ
ン
ラ
ン
自
筆
の
稿
本
の
ま
ま
。
参
考
ｂ
は
、
准
如
に
よ

る
慶
長
開
版
本
の
本
文
に
、
近
江
慈
敬
寺
蔵
、
賢
心
写
延
書
本
に
し
た
が
つ
て

訓
点
を
ほ
ど
こ
し
た
も
の
。
両
者
の

「正
信
侶
」
中
、
同
文
の
個
所
を
選
び
ま

し
た
じ

例
７
と
参
考
ｂ
と
を
対
照
す
れ
ば
、
前
者
の

「証
セ
ツ‥
ム‐
卜

（道
綽

ハ
）
イ

ヘ
リ
」
と
、
後
者
の

「証
ス
」
と
が
同
じ
意
味
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

す
く
な
く
と
も
、
賢
心
は
後
者
に

「
し
む
」
を
補
つ
て
読
む
必
要
を
み
と
め
な

か
つ
た
わ
け
で
す
。
し
た
が
つ
て
、
前
者
の

「
し
む
」
は
、
再
帰
的
用
法
で
あ

る
と
認
定
さ
れ
ま
す
。

例
８
　
弥
陀
経
往
生
ト
イ
フ
ハ
、
…
…
…
不
可
思
議
ノ
仏
カ
ヲ
疑
惑
シ
テ
信
受

セ
ズ
、
善
本
徳
本
ノ
尊
号
フ
、
オ
ノ
レ
ガ
善
根
ト
ス
、
ミ
ヅ
カ
ラ
浄
土
ニ

廻
向
セ
シ
ム
、　
コ
ン
フ
弥
陀
経
ノ
宗
ト
ス
。

つ
浄
土
三
経
往
生
文
類
」
略
本
）

（参
考
ｃ
）
　
弥
陀
経
往
生
ト
イ
フ
ハ
、
…
…
…
不
可
思
議
ノ
仏
智
フ
疑
惑
シ



テ
信
受
セ
ズ
、
如
来
ノ
尊
号
フ
オ
ノ
ン
ガ
善
根
ト
シ
テ
、
ミ
ゾ
カ
ラ
浄
土

二
廻
向
シ
テ
果
遂
ノ
チ
カ
ヒ
ヲ
タ
ノ
ム
、
翁
浄
土
三
経
往
生
文
類
」
広
本
）

（註
１
１
例
８
は
、
西
本
願
寺
蔵
シ
ン
ラ
ン
真
蹟
本
。
参
考
ｃ
は
、
興
正
寺
蔵
、

伝
シ
ン
ラ
ン
真
蹟
本
。
た
だ
し
、
ル
ビ

・
左
訓
は
省
略
。）

例
８
と
参
考
ｃ
と
を
対
照
す
れ
ば
、

「
廻
向
セ
シ
ム
」
イ
ー
コ
ー
ル

「廻
向

シ
テ
」
で
す
か
ら
、
前
者
の

「
し
む
」
が
再
帰
的
用
法
で
あ
る
こ
と
は
あ
き
ら

か
で
あ
り
ま
し
よ
う
。

例
９
　
過
去
久
遠

一
三
恒
河
沙
ノ
諸
仏
ノ
ョ
ニ
イ
デ
タ
マ
ヒ
シ
ミ
モ
ト
ニ
シ
テ

自
カ
ノ
大
菩
提
心
フ
オ
コ
シ
キ
、
恒
沙
ノ
善
根
ヲ
修
セ
シ‥
メ‐
シ
ニ
ヨ
リ
テ
、

イ
マ
大
願
業
カ
ニ
マ
ウ
ア
フ
コ
ト
フ
エ
タ
リ
、翁唯
信
砂
文
意
し

（参
考
ｄ
）
　

オ
ホ
ヨ
ソ
過
去
久
遠

二
三
恒
河
沙
ノ
諸
仏
ノ
ョ
ニ
イ
デ
タ
マ
ヒ

シ
ミ
モ
ト
ニ
シ
テ
、
自
カ
ノ
菩
提
心
フ
オ
コ
ツ
キ
、
恒
沙
ノ
善
根
ヲ
修
セ

ツ
ニ
ヨ
リ
テ
、
イ
マ
願
カ

ニ
マ
ウ
ア
フ
コ
ト
フ
エ
タ
リ
、

∩
唯
信
砂
文
意
」
異
本
）

（註
―
―
例
９
は

「真
宗
法
要
」
所
収
本
。
参
考
ｄ
は
ヽ
高
田
専
修
寺
蔵
、
シ

ン
ラ
ン
真
蹟
本
。
ル
ビ
は
省
略
。）

例
９
と
参
考
ｄ
と
を
対
照
す
る
に
、

「修
セ
ツ
メ
シ
ニ
ヨ
リ
テ
」
と

「修
セ

シ
ニ
ヨ
リ
テ
」
と
が
等
し
い
の
で
す
か
ら
、
こ
の

「
し
む
」
も
再
帰
的
用
法
だ

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

シ
ン
ラ
ン
の
述
作
中
に
、
こ
の
よ
う
な

「し
む
」
は
、
な
お
多
数
存
在
す
る

の
で
す
が
、
今
は
省
略
し
て
お
き
ま
す
。

四

シ
ン
ラ
ン
の
文
章
以
外
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
用
例
を
さ
ぐ
つ
て
み
ま
す
と
、

散
発
的
に
つ
ぎ
の
よ
う
な
例
に
ぶ
つ
か
り
ま
す
。
努
力
の
わ
り
に
収
獲
は
少
い

の
で
す
が
、
も
つ
と
注
意
し
て
広
く
文
献
に
あ
た
れ
ば
、
ま
だ
ま
だ
追
加
は
可

能
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

例
１０
　
供
養
是
経
者
　
如
前
漁
浴
身
　
飲
食
及
香
華
　
恒
起
慈
悲
意

（金
光
明
最
勝
王
経
）

是
の
経
を
供
養

（
せ
）
む
者
は
、
前
の
如
ク
身
を
操
浴
し
て
、
飲
食
及
香

華
を
モ
チ
テ
セ
シ‐
メ‐
、
恒
に
慈
悲
の
意
を
起

（さ
）
ｕ
メ‐

ョ

（西
大
寺
本
同
経
の
自
点
―
―
巻

一
、
四
紙
）

（註
―
―
ひ
ら
が
な
は
フ
コ
ト
点
、
カ
タ
カ
ナ
は
お
く
り
が
な
、
括
弧
内
は
補

読
。
春
日
政
治
氏
の
研
究
に
し
た
が
う
。）

右
の
文
は

「
…
…
飲
食
及
び
香
華
を
も
ち
て
し
、
恒
に
慈
悲
の
意
を
起
せ
」

の
意
味
で
、
ま
た
こ
う
読
む
の
が
ふ
つ
う
で
あ
り
ま
し
よ
う
。
永
長
二
年
の
朱

点
が
、
こ
の
最
後
の
個
所
を

「
起

（す
）

ヘ
シ
」
と
読
ん
で
い
る
の
は
、
こ
れ

を
裏
書
き
す
る
に
足
る
も
の
と
い
え
ま
し
よ
う
。

例
ｎ
　
若
有
衆
生
処
悪
趣
　
大
火
猛
焔
周
遍
身
　
若
得
聞
是
妙
鼓
音
　
即
能
離

苦
帰
依
仏

皆
得
成
就
宿
命
智
　
能
億
過
去
百
千
生
　
悉
皆
正
念
牟
尼
尊
　
得
聞
如



来
甚
深
教
　
　
（同
　
右
）

若
有
ル
衆
生
の
悪
趣
に
処
し
て
、
大
な
る
人
の
猛
キ
焙
身
に
周
遍
せ
る
い
、

若
是
の
妙
な
る
鼓
の
音
を
聞
ク
こ
と
得
て
は
、
即
能
ク
苦
を
離

（れ
）
て

仏
に
帰
依
（せ
）
シ‐
割
。
皆
宿
命
智
を
成
就
す
る
こ
と
得
て
、
能
ク
過
去
の

百
千
生
を
憶
（
は
）
シ
む
。
悉
ク
皆
正
（
し
）
ク
牟
尼
尊
を
念

（
し
）
た
て
ま

つ
ラ
シ
む
。
如
来
の
甚
深
の
教
を
聞

（く
）
こ
と
得
シ
む
。

（白
点
―
―
巻
二
、
十
紙
）

こ
れ
も
、
文
意
上
は

「
…
…
即
ち
能
く
苦
を
離
れ
て
仏
に
帰
依
し
、
…
…

（

乃
至
Ｙ
…
・如
来
の
甚
深
の
教
を
聞
く
こ
と
を
得
」、
も
し
く
は

「
…
…
聞
く
こ

と
を
得
ん
」
で
よ
い
わ
け
で
あ
つ
て
、
こ
と
さ
ら
に

「
し
む
」
を
補
つ
て
読
む

必
要
が
な
い
の
で
す
。

例
１２
　
早

旦
。
小

児

令
レ
参
二下

御

社
”令
レ曳
二御

神
”須
，
自
二下

御
社
・

帰
来
』

而

令
レ
参
二上

御

社
。́　
是

忠

時

所
レ
為

不
レ
足
レ〓
［
者

也

∩
本
朝
世
紀
」
第
十
八
、
長
和
二
年
四
月
十
三
日
）

こ
の
書
で
は
、
使
役
の
ば
あ
い
は

「以
レ
人
令
レ
申
」
の
よ
う
に
あ
ら
わ
す
の

が
常
で
あ
り
ま
す
し
、
ま
た

一
般
的
に
い
つ
て
も
、
語
順
の
上
か
ら
、
右
の
例

文
を

「小
児
を
し
て
下
の
御
社
に
参
ぜ
し
む
」
と
読
む
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

さ
ら
に
、
小
児
が
誰
か
を
し
て
社
参
せ
し
め
た
の
だ
と
い
う
解
釈
は
、
文
法
的

に
は
成
立
し
得
て
も
、
常
識
が
許
し
ま
せ
ん
。
結
局
、
こ
こ
は
、
小
児
が
下
の

御
社
に
参
詣
し
た
、
と
い
う
意
味
に
な
る
の
で
あ
り
ま
し
よ
，
。

例
１３
　
釈
迦
の
御
法
の
う
ち
に
し
て

五
戒
三
帰
を
た
も
た
ｕ
司
、

ひ
と
た
び
南
無
と
い
ふ
人
は
、

花
の
園
に
て
道
成
，
ぬ

翁
梁
塵
秘
抄
」
二
四
）

（註
―
―
原
文
を
四
行
に
分
け
、
漢
字
を
あ
て
ま
し
た
。）

こ
の
第
二
・
第
二
句
は
、
他
人
を
し
て
五
戒
三
帰
を
た
も
た
し
め
る
と
い
う

わ
け
で
な
く
、

「
み
ず
か
ら
五
戒
三
帰
を
た
も
ち
、　
一
度
で
も
南
無
仏
と
と
な

え
る
人
は
」
と
い
う
意
味
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
た
が
つ
て
こ
の
ば
あ

い
の

「
し
む
」
も
、
何
ら
実
質
的
価
値
を
に
な
つ
て
い
な
い
、
無
作
用
の
話
だ

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
も
つ
と
も
、

「
た
も
つ
」
を
他
動
詞
で
な
く
、
自

動
詞
と
み
て
、

「
五
戒
三
帰
を
し
て
た
も
た
し
め
る
」
す
な
わ
ち

「
五
戒
三
帰

が
存
続
す
る
よ
う
に
す
る
」
と
解
釈
す
る
こ
と
も
、
文
法
上
は
可
能
で
す
が
、

実
際
上
、
そ
ん
な
奇
妙
な
い
い
ま
わ
し
は
、
お
そ
ら
く
あ
り
え
な
い
こ
と
と
思

わ
れ
ま
す
。

（
な
お
余
談
に
な
り
ま
す
が
。
こ
の
歌
の
第
四
句

「道
成
り
ぬ
」
の

「戊
る
」

は
自
動
詞
で
な
く
、
他
動
詞
で
あ
る
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
は
従
来
の
辞
書
に
は
登
録
せ
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、

得
成
正
覚
―
―
正
覚
成
ル
こ
と
得
て

（西
大
寺
本

「
金
光
明
最
勝
王
経
」自
点
―
巻
三
、
十
紙
）

釈
迦
の
正
覚
成
る
こ
と
は
、
今
梁
塵
秘
抄
」
二
二
）

を
は
じ
め
、
そ
の
他
多
く
の
例
が
あ
り
、
ま
た
、
格
助
詞

「
を
」
を
取
る
例
と

し
て
は
、

大
、
生
死
ヲ
ハ
ナ
レ
仏
道
フ
ナ
ラ
ム
ト
オ
モ
ハ
ム
ニ
、
（聖
覚

「
唯
信
抄
し

誓

不
ヨ成
二正

覚
・



，
　
　
　
　
　
　
（
シ
ン
ラ
ン
「教
行
信
証
」
阪
東
本
、
行
巻

一
丁
左
）

な
ゼ
、
こ
れ
も
多
数
の
用
例
が
あ
り
ま
す
。）

例
１４
　
空
蝉
の
む
な
し
き
世
を
い
と
ひ
て
夕
顔
の
露
の
命
を
観
じ
わ
か
紫
の
雲

の
む
か
へ
を
え
て
す
ゑ
摘
花
の
う
て
な
に
座
せ
ｕ
瑚
ん

・
　

　

・　
　
　
　
　
　
　
（聖
覚

「源
氏
物
語
仮
名
表
白
し

こ
れ
も
、

「花
の
う
て
な
に
座
せ
ん
」
と
あ
つ
て
さ
し
つ
か
え
な
い
と
こ
ろ

で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
´

例
１５
　
仏
祖
ノ
児
孫
、　
コ
ン
ラ
ノ
非
法
フ
コ
ノ
ム
ヘ
カ
ラ
ス
。
身
心
ヲ
キ
ヨ
カ

ラ
シ
ム
ヘ
ン
、
剪
爪
剃
髪
ス
ヘ
キ
ナ
リ
。
洗
一
コ‐大
小
便
・オ
コ
タ
ラ
シ‐
ム‐

ル
コ
ト
カ
ン
。（道
元

「
正
法
眼
蔵
」
洗
浄
の
巻
）

こ
れ
は
、

「
大
小
便
を
洗
う
こ
と
を
怠
つ
て
は
な
ら
ぬ
」
と
い
う
意
味
で
あ

り
ま
し
よ
う
。

例
１６
　
行
者
蓮
台
ヨ
リ
オ
リ
テ

五
体
ヲ
地

ニ
ナ
ゲ
頂
礼
シ

ス
ナ
ハ
チ
菩
薩

ニ
ツ
タ
ガ
ヒ
テ

ヤ
ウ
ヤ
ク
仏
処

ニ
イ
タ
ラ
シ‐
ム‐（
一
遍

「別
願
讃
し

例
１７
　
さ
れ
ば
に
や
証
果
の
羅
漢
も
。
し
ば
ら
く
化
城
に
と
ゞ
ま
り
て
。
漸
く

宝
所
に
到
ら
し
む
。
翁
宴
山
集
」
巻
四
　

「無
常
し

右
二
例
の

「
い
た
ら
し
む
」
は
、

「到
達
す
る
」
と
い
う
意
味
に
は
か
な
り

ま
せ
ん
。

例
１８

工

藤

一
蕩

詐

経
…

而

対
〓
予

殊

メ

将
“
忽

決
二雌

雄
・之

条
。
為
二重

事
・之

間^
。
馴

令
二思

案

獄̈
。
顔

色

頗

制
レ変
。

∩
吾
妻
鏡
」
元
暦
元
年
六
月
十
六
Ｊ
）

例
１９

其

狐

制
レ変
二老

翁
↓忽

然

来

警

刀

丼

抽

櫛

等

於

嬰

児
”

云
。
於
二翁

深

窓
・。
令
二養

育
・
者
。
可
レ為
二日

本

国

主
“

含
同
」
文
治
四
年
九
月
十
四
日
）

こ
れ
ら
の

「令
」
も
、
実
質
的
意
味
を
も
つ
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

「令
」
を
抜
い
て
み
て
も
、
文
意
に
変
化
が
あ
り
ま
せ
ん
。

例
２０
　
今
人
間
に
生
れ
来
て
、
仏
教
を
耳
に
ふ
れ
、
尊
形
を
絵
像
木
像
に
あ
ら

は
し
、
堂
塔
伽
藍
に
安
置
せ
ｕ
ｄ
ｄ
を
拝
み
奉
る
事
黍
な
し
と
悦
て
、
直

に
、
仏
御
在
世
の
思
を
な
し
て
、
身
命
を
拠
つ
て
礼
す
べ
し
。

（鈴
木
正
三

「麓
草
分
し

こ
れ
も
、

「安
置
せ
る
を
」
と
あ
つ
て
よ
い
と
こ
ろ
な
の
で
す
。

例
２．
　
一
日
三
回
、　
一
回
５
錠
乃
至
以
上
を
食
前
又
は
食
後
に
服
用
せ
ｕ
測
で

（
ヱ
ビ
オ
ス
錠
の
レ
ツ
テ
ル
）

（註
―
―
原
文
は
横
書
き
で
す
。
現
在
は
ど
う
な
つ
て
い
る
か
知
り
ま
せ
ん
が

数
年
前
に
は
右
の
よ
う
に
明
記
さ
れ
て
い
ま
し
た
。）

と
こ
ろ
で
、
こ
の
同
じ
ヱ
ビ
オ
ス
錠
の
外
箱
の
方
に
は
、　
７
‥
・毎
食
前
又

は
食
後
に
服
用
す
」
と
印
刷
さ
れ
て
い
て
、
興
味
あ
る
対
照
を
な
し
て
い
ま

す
。



五

以
上
の
よ
う
な
、
再
帰
的
用
法
の

「
し
む
」
は
、
そ
れ
で
は
、
ど
う
し
て
発

生
す
る
に
い
た
つ
た
も
の
な
の
で
し
よ
う
か
。

ま
ず
こ
れ
が
、
女
流
仮
名
文
学
の
よ
う
な
純
粋
和
文
脈
の
文
章
中
に
は
発
見

さ
れ
ず
―
―
し
た
が
っ
て
、
従
来
の
学
者
の
注
意
に
の
ぼ
り
に
く
か
つ
た
わ
け

な
の
で
す
が
―
―
男
子
の
、
し
か
も
主
と
し
て
仏
門
の
人
た
ち
の
、
そ
し
て
漢

文
訓
読
乃
至
そ
れ
に
類
し
た
文
章
中
に
、
多
く
発
見
さ
れ
る
と
い
う
事
実
は
、

こ
の

「
し
む
」
が
漢
文
口
調
に
由
来
す
る
も
の
で
な
か
ろ
う
か
と
推
測
せ
し
め

ま
す
。
と
こ
ろ
で
、
漢
訳
仏
典
の
な
か
に
は
、
使
役
を
あ
ら
わ
す

「使
」
と
か

「令

」
と
か
の
文
字
が
よ
く
出
て
き
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
を
訓
読
す
る
と
き
の
ロ

調
に
ひ
き
ず
ら
れ
る
の
で
あ
り
ま
し
よ
う
か
、

「使
」
や

「令
」
の
な
い
と
こ

ろ
を
も
、
し
ば
し
ば

「
し
む
」
と
い
う
語
を
補
つ
て
読
む
く
せ
が
あ
つ
て
、
た

と
え
ば
、
西
大
寺
本
金
光
明
最
勝
王
経
の
訓
点
な
ど
で
も
、
単
純
に
他
動
詞
と

し
て
読
め
ば
よ
い
と
こ
ろ
を
、
わ
ざ
わ
ざ
自
動
詞
に
読
み
、
そ
し
て
こ
れ
を
他

動
詞
化
す
る
必
要
上
、

「
し
む
」
を
補
読
す
る
と
い
う
例
が
み
ら
れ
ま
す
。
ま

た
、
文
章
の
当
面
の
主
語
を
た
な
上
げ
し
て
、
他
の
語
を
意
識
上
の
主
語

（使

役
者
）
と
し
て
文
を
読
む
た
め
で
し
よ
う
か
、
本
来
な
ら
ば
不
必
要
な

「
し
む

」
が
補
読
さ
れ
る
と
い
う
ば
あ
い
も
あ
る
の
で
す
。

（参
考
ｅ
）
　

願

一
切
有
情
　
皆
令
住
十
地
　
福
智
円
満
己
　
成
仏
導
群
迷

・
　

我
為
諸
衆
生
　
苦
行
百
千
劫
　
以
大
智
慧
力
　
皆
令
出
苦
海

我
為
諸
含
識
　
演
説
甚
深
経
　
最
勝
金
光
明
　
能
除
諸
悪
業

若
人
百
千
劫
　
造
諸
極
重
罪
　
暫
時
能
発
露
　
衆
悪
尽
消
除

依
此
金
光
明
　
作
如
是
懺
悔
　
由
斯
能
速
尽
　
一
切
諸
苦
業

（金
光
明
最
勝
王
経
）

願
フ
一
切
の
有
情
を
、
皆

（令
）
十
地
に
住
し
て
　
福
智
円
満
セ
シ
メ
已

（り
）
て
、
仏
と
成
し
て
群
迷
を
導

（
か
し
）
メ
む
。
我
レ
諸
の
衆
生
の

為
に
、
苦
行

（
せ
）
む
こ
と
百
千
劫
に
し
て
、
大
智
慧
の
力
を
以
て
　
皆

苦
海
を
出
で
令
メ
む
。
我
レ
諸
の
住
識
の
為
に
、
Ｃ
懺
Ｕ
甚
深
の
経
た
る

最
勝
金
光
明
の
、
能
ク
諸
の
悪
業
を
除

（
せ
し
）
メ
た
ま
ふ
こ
と
肢
べ
観

（
か
）
む
。
若
人
の
百
千
劫
に
、
諸

（
の
）
極
重
の
罪
を
造
ラ
む
こ
と
は

暫
ク
の
時
能

（く
）
発
露

（
せ
し
）
メ
て
、
衆
悪
を
尽
ク
消
除

（
せ
し
）

メ
む
。　
此
の
金
光
明
に
依

（り
）
て
、　
是

（
の
）
如
キ
懺
悔
を
作

（さ

し
）
メ
、
斯
に
由
（り
）
て
能
ク
速
ク
〔侭
〕

一
切
の
諸
の
苦
と
業
と
を
侭

（き
し
）
メ
む
。
（西
大
寺
本
同
経
の
自
点
―
巻
二
、
十

一
紙
）

右
の
訓
読
中
、
は
じ
め
の
部
分
は
、
原
文
の

「令
」
を
訓
読
し
て
い
る
の
で

す
か
ら
、
そ
れ
で
よ
い
の
で
す
が
、
中
頃
の

「能
除
諸
悪
業
」
の
と
こ
ろ
は
、

「能
く
諸
の
悪
業
を
除
き
た
ま
ふ
こ
と
を
…
…
」
の
よ
う
に
、

「除
く
」
を
単

純
に
他
動
詞
に
読
め
ば
よ
い
の
で
あ
つ
て
、
何
も
わ
ざ
わ
ざ

「除
せ
し
め
た
ま

ふ
」
と
訓
読
す
る
必
要
は
な
い
わ
け
で
す
。

ま
た
、

「若
人
百
千
劫
」
以
下
も
、
ふ
つ
う
な
ら
ば
、

「若
し
人
、
百
千
劫

に
、
諸
の
極
重
の
罪
を
造
ら
む
も
、
暫
時
に
能
く
発
露
せ
ば
、
衆
悪
尽
く
消
除

せ
む
。
此
の
金
光
明
に
依
り
て
、
是
の
如
き
懺
悔
を
作
さ
ば
、
斯
に
由
り
て
能

く
速
か
に
、　
一
切
の
諸
の
苦
業
を
尽
く
さ
む
」
と
読
む
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

し
よ
う
。
そ
れ
を
西
大
寺
本
の
訓
点
で
は
、
す
べ
て

「
し
む
」
を
補
つ
て
使
役

に
読
ん
で
い
る
の
で
あ
つ
て
、
そ
の
理
由
は
、
原
文
に
於
い
て
は
途
中
で
主
語

が

「我
」
か
ら

「人
」
へ
と
転
換
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
訓
読
者
の
意



識
に
あ
つ
て
は
、
終
始

「我
」
を
主
語
の
位
置
に
す
え
て
、
こ
の
文
を
解
読
し

よ
う
と
し
た
か
ら
に
は
か
な
つ
ま
せ
ん
。

こ
う
い
つ
た
、
い
わ
ば

「
し
む
」
の
濫
用
が
、
再
帰
的
用
法
を
生
み
出
す

一

つ
の
機
縁
に
な
つ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
、
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
、
い
く
ら
そ
の
よ
う
な
機
縁
が
あ
つ
た
に
し
て
も
、
も
し
も
、

「
し

む
」
の
あ
る
な
し
で
、
論
理
的
に
、
ま
た
言
語
意
識
の
上
に
、
決
定
的
な
相
違

が
存
す
る
も
の
な
ら
ば
―
―
い
い
か
え
れ
ば
、
あ
る
語
の
使
役
の
い
い
方
が
、

も
と
の
意
味
と
大
し
て
変
ら
な
い
と
感
ぜ
ら
れ
る
よ
う
な
思
惟
傾
向
が
な
け
れ

ば
―
―
再
帰
的
用
法
の
ご
と
き
は
決
し
て
出
現
し
な
か
つ
た
こ
と
で
あ
り
ま
し

よ
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
イ
ン
ド
人
の
言
語
表
現
の
ば
あ
い
が

一
つ
の
参
考
に

な
る
か
と
思
い
ま
す
。
イ
ン
ド
人
の
思
惟
方
法
に
関
す
る
中
村
元
氏
の
説
を
引

用
す
る
と
、

サ
ン
ス
ク
リ
ツ
ト
語
で
は
、
他
人
で
あ
る
相
手
の
行
為
は
話
す
主
体
の
行

為
の
延
長
と
解
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
使
役
法
を
し
ば
た
ヽ
用
ひ
る
イ
ン
ド
人

に
在
つ
て
は
、
話
者
の
行
為
と
使
役
を
受
け
る
相
手
の
行
為
と
の
間
に
区

別
の
存
す
る
こ
と
が
明
瞭
に
自
党
さ
れ
て
ゐ
な
い
。
従
つ
て
サ
ン
ス
ク
リ

ツ
ト
語
に
お
い
て
は

一
つ
の
動
詞
の
使
役
法
の
意
義
が
そ
の
動
詞
の
原
義

と
異
ら
な
い
場
合
が
あ
る
。
　

（例
へ
ば
使
役
法
の

「
た
も
た
し
め
る
」

貧
，
鉤
８
く
単
こ
と
い
ふ
語
が
実
際
上
は

「
た
も
つ
」
貧
ｒ
彗
聾
こ

と
い
ふ

語
と
殆
ん
ど
同
義
に
用
ひ
ら
れ
て
ゐ
る
。）

∩
東
洋
人
の
思
惟
方
法
」
第

一
部
、　
一
五
四
頁
）

と
あ
り
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
イ
ン
ド
人
に
は
、
他
人
を
使
役
し
て
何
か
を
さ
せ

る
こ
と
と
、
自
分
が
何
か
す
る
こ
と
と
の
あ
い
だ
に
、
明
瞭
な
区
別
が
存
す
る

こ
と
を
意
識
し
な
い
傾
向
が
あ
る
と
い
う
の
で
す
。

そ
し
て
、　
ニ
ホ
ン
人
に
も
、
こ
う
い
つ
た
自
他
の
区
別
の
不
分
明
と
混
同

（

自
他
連
続
観
）
が

一
般
的
傾
向
で
あ
る
こ
と
は
、
常
識
の
首
肯
す
る
と
こ
ろ
で

あ
り
、
さ
ら
に
ニ
ホ
ン
語
の
非
論
理
的
性
格
―
―
と
く
に
主
語
の
あ
い
ま
い
さ

―
―
と
あ
い
ま
つ
て
、
自
己
の
行
為
を
ば
他
者
使
役
の
か
た
ち
で
表
現
す
る
こ

と
に
矛
盾
を
感
じ
な
い
よ
う
な
い
い
方
―
―
結
果
的
に
い
え
ば
再
帰
的
用
法
―

が
発
生
す
る
こ
と
に
な
つ
た
の
で
は
あ
り
ま
す
ま
い
か
。
ま
た
０
こ
の
用
法
が

使
役
の
助
動
詞
の
う
ち
で

「
し
む
」
に
限
ら
れ
、
「す
」
「
さ
す
」
に
ま
で
波
及

し
な
か
つ
た
の
は
何
故
か
と
い
う
疑
間
に
対
し
て
は
、
こ
の
用
法
が
、
も
つ
ば

ら

「
し
む
」
を
用
い
て

「す
」

「
さ
す
」
を
用
い
な
い
漢
文
訓
読
の
場
に
お
い

て
成
立
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
、
と
い
う
説
明
を
与
え
う
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
ま
す
。

一ハ

さ
て
、
再
帰
的
助
動
詞
と
し
て
の

「
し
む
」
が
、
諸
文
献
中
に
散
発
す
る
な

か
に
あ
つ
て
、
ひ
と
リ
シ
ン
ラ
ン
の
文
章
中
に
頻
出
す
る
の
は
、
ど
う
い
う
わ

け
で
し
よ
う
か
。

シ
ン
ラ
ン
と
い
う
人
が
、
こ
と
ば
―
―
わ
か
ち
が
き

ｏ
か
な
づ
か
い
等
―
―

に
関
し
て
は

一
家
の
見
識
を
も
ち
、
決
し
て
無
頓
着
な
人
で
な
か
つ
た
こ
と
は

故
吉
沢
義
則
氏
に
よ
つ
て
の
べ
ら
れ
て
い
る
と
お
り
で
す
。
含
国
語
説
鈴
」

「

国
語
国
文
の
研
究
」
参
照
）

一
方
ま
た
、
か
れ
の
和
讃
が
、
四
句

一
章

・
連
作
と
い
う
形
式
に
よ
つ
て
、

さ
さ
や
か
な
が
ら
、
文
学
史
上
の
一
新
機
軸
を
出
し
た
こ
と
も
、
考
慮
に
価
す

る
と
い
え
ま
し
よ
う
。
（多
屋
頼
俊
氏
の

「和
讃
史
概
説
」、
わ
た
し
の

「和
讃

―
―

「国
語
国
文
」
二
五
〇
号
―
―
参
照
）

さ
ら
に
ま
た
、
か
れ
が
、
経
典

・
論
疏
の
読
解
に
あ
た
つ
て
は
、
き
わ
め
て



自
由
奔
放
で
あ
り
、
恣
意
的
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
山
解
に
ち
か
い
訓
点
や
註

釈
を
ほ
ど
こ
し
て
、
原
典
の
意
味
に
、
し
ば
し
ば
コ
ベ
ル
ニ
ク
ス
的
転
回
を
き

た
さ
し
め
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
古
く
か
ら
仏
教
学
者
に
よ
つ
て
指
摘
さ
れ
注

目
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

（仏
典
の
主
観
主
義
的
解
釈
は
、
シ
ン
ラ
ン
の

専
売
特
許
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
字
訓
釈

・
字
象
釈

・
転
声
釈

・
断
章
取
義

な
ど
の
名
日
で
、
ひ
ろ
く
行
わ
れ
て
は
い
た
の
で
す
け
れ
ど
。）

一
例
と
し
て
、
し
ば
し
ば
引
用
さ
れ
る
有
名
な
箇
所
を
あ
げ
る
な
ら
ば
、

「

教
行
信
証
」
信
巻
の
は
じ
め
に
、
大
無
量
寿
経
の
一
節

「諸
有
衆
生
、
聞
其
名

号
、
信
心
歓
喜
、
乃
至

一
念
、
至
心
回
向
、
願
生
彼
国
、
即
得
往
生
、
住
不
退

転
」
の
文
を
引
き
、
こ
の

「
至
心
回
向
」
に
対
し
て

「
至
心
二回
向
セ
ング
氏

」
ツ

と
い
う
訓
点
を
ほ
ど
こ
し
て
い
ま
す
。

（
ち
な
み
に
、
賢
心
写
延
書
本

「浄
土

文
類
衆
砂
」
で
は
、
こ
の
句
を

「至
心
二
廻
向
シ
タ
マ
ヘ
リ
」
と
読
ま
せ
て
い

ま
す
）
元
来
こ
の
一
節
は
、
最
初
か
ら
衆
生
を
主
語
と
し
た
文
章
で
す
か
ら
、

問
題
の
箇
所
は
、
当
然

「
（衆
生
が
）
至
心
に
回
向
し
て
」
と
読
む
べ
き
で
あ
る

の
に
、
シ
ン
ラ
ン
は
、
中
途
に
阿
弥
陀
如
来
を
主
語
に
し
た
旬
が
は
さ
ま
つ
て

い
る
と
解
し
て
、
阿
弥
陀
如
来
が
廻
向
し
た
ま
う
と
い
う
無
理
な
読
み
方
を
強

行
し
て
い
る
の
で
す
。
こ
れ
は
決
し
て
か
れ
の
無
知
や
不
注
意
の
結
果
で
は
な

く
、
か
れ
の
発
明
に
か
か
る
絶
対
他
力
の
世
界
観
に
も
と
ず
き
、
そ
の
前
人
未

到
の
独
創
的
信
仰
を
、
経
典
の
客
観
的
権
威
に
よ
つ
て
裏
づ
け
ん
が
た
め
の
故

意
の
操
作
に
は
か
な
り
ま
せ
ん
。
（
シ
ン
ラ
ン
は
教
行
信
証
の
随
所
に
お
い
て
、

こ
の
よ
う
な
、
衆
生
か
ら
阿
弥
陀
仏
へ
の
主
語
の
お
き
か
え
を
断
行
し
て
い
ま

す
。）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

こ
の
よ
う
な
シ
ン
ラ
ン
の
態
度

・
傾
向
を
考
慮
に
入
れ
る
な
ら
ば
、
か
れ
の

文
章
に
目
立
つ
て
多
い
再
帰
的
用
法
の

「
し
む
」
も
、
単
純
な
主
語
者
の
行
動

を
表
現
す
る
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
背
後
に
は
、
阿
弥
陀
仏
が
衆

生
救
済
の
方
便
と
し
て
こ
れ
を
使
役
し
行
動
さ
せ
る
の
で
あ
る
―
―
つ
ま
り
、

衆
生
が
行
動
す
る
の
は
、
実
は
阿
弥
陀
仏
が
行
動
せ
し
め
る
の
で
あ
る
―
―
と

い
う
思
想
が
よ
こ
た
わ
つ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
の
で
す
。

も
つ
と
も
、
こ
の

「
し
む
」
の
ば
あ
い
は
、
三
帖
和
讃
に
も
見
え
る
と
こ
ろ

か
ら
推
し
て
、
お
そ
ら
く
は
、
前
の

「
廻
向
し
た
ま
へ
り
」
な
ど
の
よ
う
な
、

漢
文
の
盲
点
を
利
用
し
た
ト
リ
ツ
ク
と
は
ち
が
つ
て
、
故
意
の
語
法
と
い
う
わ

け
で
な
く
、
か
れ
の
根
本
思
想
た
る
他
力
主
義
世
界
観
の
無
意
識
的
流
露
な
の

で
も
あ
ろ
う
か
、
と
お
も
わ
れ
ま
す
が
。

あ
　
と
　
が
　
き

シ
ン
ラ
ン
や
道
元
の
よ
う
な
ユ
ニ
ー
ク
な
思
想
家

・
文
章
家
、
あ
る
い
は
、

わ
た
し
が
前
に

「雑
声
明
」
令
国
語
国
文
」
二
三
〇
号
）
中
で
ち
よ
つ
と
言
及

し
て
お
い
た
、
中
世
ニ
ツ
ポ
ン
の
思
想
界
の
代
表
者
た
る
、高
舞

（明
恵
上
人
）

・
慈
円

・
源
空

（法
然
上
人
）
の
三
人
、
そ
の
他
こ
の
時
代
の
人
々
の
著
作
に

つ
い
て
は
、
思
想
史

・
文
学
史

・
言
語
史
の
上
か
ら
、
ま
だ
ま
だ
開
拓
探
究
を

待
つ
問
題
が
、
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
と
お
も
わ
れ
ま
す
。

そ
の
う
ち
、
言
語
史
の
一
問
題
と
し
て
、
右
の
よ
う
な
再
帰
的
用
法
の

「
し

む
」
を
と
り
あ
げ
て
み
た
わ
け
で
す
が
、
言
語
史
的
考
察
と
い
つ
て
も
、
思
想

史
や
文
学
史
の
問
題
と
決
し
て
無
関
係
で
は
あ
り
え
な
い
こ
と
に
、
い
ま
さ
ら

な
が
ら
気
づ
か
せ
ら
れ
た
次
第
で
す
。

わ
た
し
は
以
前
か
ら
、
文
学
史
・
思
想
史
・
（言
語
史
）
等
の
諸
問
題
を
、

統

一
的
見
地
か
ら
、
同
一
の
精
神
史
的
方
法
―
―
と
く
に
世
界
観
的
考
察
―
―

の
も
と
に
研
究
し
た
い
も
の
と
念
願
し
て
い
ま
す
の
で
、
シ
ン
ラ
ン
に
つ
い
て

も
、
こ
の
小
論
の
域
に
と
ど
ま
ら
ず
、
さ
ら
に
体
系
的
研
究
を
す
す
め
て
み
た

い
と
思
つ
て
い
ま
す
。



当
面
の
言
語
史
の
対
象
に
限
つ
て
も
、
こ
の
あ
た
り
は
従
来
も
つ
と
も
な
お

ざ
り
に
さ
れ
て
い
た
き
ら
い
が
あ
り
、
た
と
え
ば
最
近
目
に
ふ
れ
た
も
の
で
は

小
林
芳
規
氏
の

「訓
点
語
法
史
に
お
け
る
副
助
詞

『
ら
ヒ

（「国
語
と
国
文
学

昨
年
十

一
月
号
）
に
と
り
あ
げ
ら
れ
た

「
…
…
と
ら
」
の
ご
と
き
ヽ
い
別
に
道

元
に
か
ぎ
つ
た
こ
と
で
な
く
、
覚
如

（本
願
寺
三
世
）
の

「
口
伝
砂
」

「最
要

抄
」

「改
邪
抄
」
等
に
、
ざ
ら
に
使
用
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
ま
た
、

シ
ン
ラ
ン
の
浄
土
和
讃

（
六
八
）
に
は

「無
量
劫

ニ
モ
マ
ン
ラ
ナ
リ
」
の
よ
う

な
例
が
見
ら
れ
る
の
で
す
。

再
帰
的
助
動
詞

「
し
む
」
の
用
例
も
、
な
お
多
数
発
掘
さ
れ
る
こ
と
と
お

い
ま
す
が
、
以
上
は
、
わ
た
し
の
学
生
時
代
の
国
語
学
の
リ
ポ
ー
ト
に
、
資

を
補
充
し
、
推
論
を
追
加
し
た
も
の
で
あ
つ
て
、
初
稿
以
来
九
年
有
余
、
ま

十
分
な
論
文
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
ま
ま
に
、
ひ
と
ま
ず
沖
間
報
告

い
た
し
ま
す
。

（∪
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